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1 節
2 施策
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a b
c d
e f

生涯学習の推進
生涯学習活動の支援

担当部課名

主要事業計画対象の有無

光が丘公民館

４　評価指標

8065
実   績

〔金額単位：千円〕

平成14年度

生徒がどの程度関心あるかの指標
となり、今後の学級の内容に反映
するもの。

指　標　②
指　標　③

実   績

事業開始年度
１ 総合計画における位置づけ

15120

政  策  名

事務事業名 事業コード

いきいきとした生涯学習社会をつくります

0

655655

135 135

90

565

90

565

993 881 768

903

90

791

90 90

216 189

指標式

学級出席率

指標名

出席者数/生徒数

高齢者学級（全9回開催）
第1回　開級式・「痴呆の予防」
第2回　アートフラワー「ポピーをつくる」
第3回　「悪質商法について学ぶ」
第4回　「ひとりでできる指圧」
第5回　たのしく歌いましょう
第6回　社会見学「江ノ島かながわ女性センター」
第7回　よくわかる介護保険
第8回　映画鑑賞「鉄道員（ぽっぽや）」
第9回　交通安全教室・閉級式

地域における高齢者が、日頃から気にかけている事項について学び、また、関心があ
る学芸、文化、レクレーションなどに接っする機会を設けることにより、新たな生き
がい、喜びを見出したり、交流の場とするもの。

光が丘公民館区内高齢者

対象
数

（３）平成13年度事業の内容

計画年次 年度

基本施策名
施  策  名

第
第

２ 実施根拠及び関連法令等

（２）対象（誰、何）
３ 事業概要
（１）事業の目的

指　標　① 757159

５ 目標と実績

指標設定
の意図

目   標
平成11年度

特　定　財　源

決算（予算）額

合　　計

人員・時間数
人　件　費

その他経費

事
　
業
　
費

〔様式　１〕

042(756)1117

事 務 事 業 評 価 表

平成１４年度

0 0 0 0

平成13年度（評価対象年度）平成12年度

678
162

実   績 目   標

（５）個別計画の概要

（４）総合計画･実施計画における概要   

高齢者学級（光が丘公民館）

社会教育法

年度

９

計 画 名
　年度～　

～63

生涯学習部

無



94.9%
2

71.2  ③ e
75.0  f

2

2

3

1

2

あ　る

な　い

あ　る

な　い

3

委託事業の中身を詳細に検討確認し
ていくなかで改善する余地が残ってい
る。

見　直　し

廃     止

完     了

８二次評価における変更点

説明

内容は随時見直しを図りながら事業自体、より一層、活性化していくものと想定さ
れる。

②  c
 d

6

今後、地域住民が主体となって、自ら企画し、実施していくことが本来の生涯学習
の主流と考えられる

×100= ×100=

（４）事業の代替性・・・県、民間との役割分担のあり方から見て、市が実施していくことが適当か

一部事業の中で従来とおりの手法により踏襲しているものが見受けられる

コスト改善余地

６　個別評価

（２）必要性･･･時代変化に適応した事業内容か

（１）達成度･･･目標をどれだけ達成したか

評 価

①  a
b

 94.9%
 

 
 

評 価

（６）有効性･･･当該事業は上位の施策を実現する上で有効か

事業に参加する住民は、事業内容に興味あるから参加するものであり、押しなべ
て満足度が高いものであった。

評 価

Ａ：代替の可能性ない

Ｂ：代替の可能性低い

他自治
体の類
似事業
との比
較

  

評 価

今後の進め方

継　    続

★ ★ ★ ☆ ☆

７ 総合評価

Ａ：満足できる

Ａ：有効である

Ｂ：一部満足できない

理由：
Ｂ：一部有効である

Ｃ：有効でない

評 価 Ａ：適応している
Ｂ：一部適応していない

評 価

Ｃ：妥当でない

Ａ：妥当である
Ｂ：一部妥当でない

評 価

（３）経済性・効率性･･･費用対効果は妥当か

Ｃ：適応していない

Ｃ：代替の可能性高い

（５）市民満足度・・・対象市民の満足は得られているか

事業内容によっては、さらに経費削減を図られるものが見受けられる

理由：

理由：

理由：

理由：

理由：
細かな手作業を伴うものが出席率が低いため

Ａ：達成している　　　(α≧100%)

Ｂ：一部達成していない(100%>α≧80%)

Ｃ：達成していない   （80%>α)

   α＝①、②、③の平均値  ＝

×100=

説明：

説明：

Ｃ：満足できない

地域で発生した生涯学習活動がさらに市域全体に広がっていくこともあり、今後も
地域で新たな事業を展開していく必要がある。

事業を１つづつ洗い直ししていくことに
より、より地域に密着した事業が展開さ
れる

成果向上の余地
≪評価バランスチャート≫ 達成度

必要性

経済性・効率性

事業の代替性

市民満足度

有効性

A

B

C

A

B

C

A

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ


